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１．研究計画の概要 
 本研究プロジェクトは、多国籍軍（または
有志連合）をめぐるデータセットを構築し、
それを国際政治学に依拠しつつも国際法に
対して十分な配慮を払い、多面的に分析する
試みである。 
研究の最終目標は、英語によって論文を作

成し、それを査読審査を経て国際的な学術雑
誌を通じ公表することにある。 
  
２．研究の進捗状況 
 初年度と 2年目にあっては主にデータセッ
トの構築を進めるとともに、一部の研究成果
については海外の学術雑誌に投稿し、公表す
る こ と に 成 功 し た （ Journal of Peace 
Research 誌 2009 年）。 

当初、研究を進めるにあたっては、多国籍
軍の形成、維持、終了といった「段階」に応
じた政治過程を分析・抽出することとし、そ
れぞれについて別個の論文を作成すること
を想定していたが、終了段階における政治過
程の研究について 2年目には具体的成果が得
られたことになる（具体的には、多国籍軍か
らの離脱にあって政権交代よりも選挙サイ
クルの影響がより強いことを示した）。なお、
まだ博士論文やワーキングペーパーにとど
まるものの、これを肯定的・批判的に引用す
る研究が増えており、多くの後続研究を生み
つつある点は顕著な学問上の成果として強
調できよう。 
 多国籍軍の形成と維持段階についても選
挙サイクルの影響をはかる研究を 3年目に進
め、計量分析の結果、選挙が 1年以内に近づ
いている民主主義国の場合、多国籍軍への参
加の可能性が 8割程度下がることがわかった。
国家のリーダーが保持する情報と一般国民

が持つ情報の格差の存在がこのような現象
の背後にある。この分析については 3年目終
了時点でワーキングペーパー化し、2011 年 6
月 の European Political Science 
Association 年次大会で口頭発表する予定で
ある。 
 他方、国際政治と国際法の有機的連関を意
識して研究をすすめるという点では多国籍
軍の依拠する集団的自衛権（国連憲章 51 条）
に関するデータセットを 2年目から形成し始
め、分析を行い、成果をまとめつつある（こ
れについては 2010 年 2 月にニューオリンズ
において学会報告を行った）。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 初年度に他（海外）のデータプロジェクト
との関係で一部研究方針を変更したものの、
すでに有志連合の終了段階について成果を
英語の学術雑誌を通じて発表できたととも
に、継続して論文を公表するための準備を進
めてきており、おおむね順調に進展している
と判断できる。 
査読審査に時間がかかるために 2012 年の

研究終了時点に印刷・刊行されていることは
難しいかもしれないが、計画の狙い通り数年
以内に多国籍軍をめぐる政治過程を理論的
かつ実証的に解明する研究論文を広く国際
的に公表できる予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 この数年で多国籍軍・有志連合をめぐる理
論・実証研究が増えてきているため、類似研
究との差別化を考える必要がある。たとえば、
研究代表者が発表した研究を引用した学術



論文・書籍・ワーキングペーパーが複数確認
でき（例、Lake 2009; Thompson 2009; Wivel 
and Oest 2010; Ulrich 2010; Vucetic 2011）、
これらとの関連を明示し、かつうまく違いを
出しながら研究成果をまとめることが重要
になってきている。 
 このため、学会での口頭発表や、未刊行の
ワーキングペーパーなどを通じて最新の研
究動向を見極め、査読審査を通過しやすい設
定と理論的な意義づけを行い、研究を進めて
いきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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